
【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Educationの効果

的な活用個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Education

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

概要
・ 各教科の特性や内容に合わせて、Google for Educationの効果的な活用を模索し、計画
と実践を繰り返しながら、活用している。

工夫点
・ 教科ごとに活用している実践例を共有し、他の教科での活用が可能かどうかを検討し、
実践している。

・ Googleフォームを活用したテストの作成は、雛型となるデータを共有して、同じよう
な形で生徒が問題を解けるようにしている。

・ 個人学習だけでなく、グループ学習や全体学習でも活用できるように、クラウドを活
用し、データの共有ができる形をベースに模索している。



【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Educationの効果

的な活用個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Education

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

実践事例の紹介

① 理科
GoogleスライドやGoogleスプレッドシートを活用することで、実験

結果や考察を班員で協力して記録することができ、全体での共有も容
易になるので、他の生徒や班の考えから新たな発見をすることができ
る。また、実験結果を動画で撮影し、クラウドを活用し動画データを
共有することで、後から実験の様子を見返し、復習することもできる
ようになっている。
また、授業の復習にクイズアプリを活用し、生徒がゲーム感覚で問

題を解く機会を設定している。これによって勉強への意欲が向上する
だけでなく、限られた時間で問題を解決する能力を養うことができた。



【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Educationの効果

的な活用個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Education

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

実践事例の紹介

② 道徳
Googleフォームを活用して、授業の事前・事後アンケートを行い、

生徒の心情や考えの変化を残している。また、学級全体の考えをグラ
フにして提示することで、自分とは異なる考えの共有や、新たな発見
を生み出すことができる。

③ 技術家庭科、保健体育、音楽、美術他
Googleフォームを活用し、定期テストの実施を行っている。実施の

仕方は、解答欄のみGoogleフォームを活用するパターンと、問題文と
解答欄の両方をGoogleフォームを活用して行うパターンがある。
生徒はテストが終わったのち、すぐに自分の点数や正解を確認でき、

テスト後の復習をすぐに行うことができる。

④ 国語
Jamboardの共有ページを活用し、定期テストの実施を行っている。

実施の仕方は、解答欄のみGoogleフォームを活用するパターンと、問
題文と解答欄の両方をGoogleフォームを活用して行うパターンがある。
生徒はテストが終わったのち、すぐに自分の点数や正解を確認でき、

テスト後の復習をすぐに行うことができる。



【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Educationの効果

的な活用個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるGoogle for Education

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

実践事例の紹介

④ 国語
JamboardのページをClassroomを活用して学級全体で共有し、班ごとにページを決めて

物語を読んでの感想や、説明文を一人一人書き込むようにした。その後、班の中での意見
をページ内で集約させて、班ごとの文章を作りが学級全体に向けて発表するという形で活
用している。
その後、自分たちの班でまとめた意見は個人のワークシートに記入し、学習の成果を残

しておくという形で、デジタルとアナログを混ぜて活用している。



【取組内容②】授業におけるインターネット上の動画教材の活用

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

概要の説明

・ 各教科の特性に応じて効果的な動画教材の活用方法を模索し、授業を

実践している。

工夫点

・ 各教科会において活用の場面を検討し、より効果的に活用できるように

努めている。

・ 効果のあった動画教材を教員間で情報交換している。

・ 生徒が端末を開くと四国中央市ポータルサイトが

出るようになっている。その画面内に、動画教

材のサイトに移動するリンクがあり、生徒たち

自身で動画を見て学習することができる。



【取組内容②】授業におけるインターネット上の動画教材の活用

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

実践事例の紹介

① 社会科

歴史的分野においては、主に授業の終盤に内容の振り返りとして動画教材を活用している。

その時代の生活や服装などのイメージを膨らませることができる。NHK for Schoolの

「10min.ボックス」日本史、地理や「アクティブ10」などを活用している。

② 保健体育科

ダンスの学習において、YouTubeに投稿されている動画を練習に活用した。全体で練習す

るときはスクリーンに映し、グループや個人で練習するときは生徒の端末を使用して行った。

動画の中には、反転して練習できるものもある。また、再生速度を遅くすることで効果的な

練習ができた。

③ 理科

理科室では行えない実験や、時間を要する観察の様子を中心に、NHK for Schoolや

YouTubeを活用して、学習する時間を設けている。



【取組内容④】 生徒の欠席連絡にフォームを活用する。

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-7

概要

・ 学校のHPにフォームのリンクを掲載する。

リンク先に移動すると入力用フォームが開き、

必要事項を保護者に記入してもらうことで

欠席や遅刻などの連絡をすることができる。

※フォームは学校で作成する必要がある。

工夫点

・ スプレッドシートで確認する際に、学級ごと

にも確認できるようにシートを作成した。

・ 保護者が、欠席理由などの伝えたいことを

自由記述できる項目を設けた。



【取組内容④】 生徒の欠席連絡にフォームを活用する。

四国中央市立川之江北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-8

メリット

・ 朝の電話対応が少なくなり、準備を行う時間に余裕が生まれた。

・ 欠席生徒の氏名や理由などの情報を、一覧でまとめて確認することができる。

・ 朝の忙しい時間での保護者の電話連絡の手間を省くことができる。

・ スプレッドシートにまとまるようにすると、一覧で確認できる。

・ 全教職員が自分のタイミングで確認することができる。
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